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協働的な学びを育む音楽づくりの試み　
－和太鼓を用いた小学 3 年生の授業から－

　本研究では，和太鼓を用いて音楽づくりを試みるプログラムを通して，小学校第３学年の児童た
ちに協働的な学びが育まれるのかを，授業の参観と，ワークシートと振り返りシートを用いて，「工
夫した点」「楽しかった点」「難しかった点」の 3 つの観点から検証を進めた。その結果，和太鼓を
用いた音楽づくりの授業において，協働的な学びは育まれれることが示唆された。

キーワード：協働，音楽づくり， 和太鼓， 小学 3年生

１．研究の背景
　平成 29 年３月に小学校学習指導要領が告示
された。平成 29 年６月に公表された『小学校
学習指導要領解説 音楽編』１）では，総説にお
いて音楽科の「改訂の趣旨及び要点」が示され，
改訂の基本的な考え方として，「音楽に対する
感性を働かせ，他者と協働しながら，音楽表現
を生み出したり…できるよう，内容の改善を図
る」「生活や社会の中の音や音楽の働きについ
て意識を深める学習の充実を図る」「和楽器を
含む我が国や郷土の音楽の学習を図る」などが
明示された。
　これらの考え方に沿った具体的な学習内容の
改善点の１つとして，これまで第５学年及び第
６学年において取り上げられてきた和楽器が，
第３学年及び第４学年に引き下げられたことが
挙げられる２）。また，今回の改訂では教科の目
標と学年の目標が整理され，育成を目指す資質・
能力が，（１）「知識及び技能」の習得，（２）「思
考力 , 判断力 , 表現力等」の育成，（３）「学び
に向かう力 , 人間性等」の涵養，の３つに示さ
れた。中でも，（３） 「学びに向かう力, 人間性等」
の涵養に関する目標では，全学年において「協
働して音楽活動をする楽しさ」を感じること（低

学年及び中学年）や味わうこと（高学年）が挙
げられ，教育課程全体を通して「主体的・対話
的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進め
る上でも，「協働」はキーワードとなる。
　一方，権藤（2019）は，「我が国や郷土の音
楽」に関する学習の充実が，課題と改訂の方針
として示されることは，西洋由来の「見方・考
え方」を自明の前提とする日本の音楽教育の歪
みであることを指摘している。さらに，2015
年発行の小学校教科書の２社ともが日本の伝統
的な音楽に関わる頁数が１割にも満たなかった
ことや，2020 年発行の教科書においても大き
な変化がないことを挙げ，「西洋音楽ベースの
『音楽性』を自明のものとして次の 10 年の音楽
科指導が行われようとしている」ことを示唆し
ている３）。
　他方，和楽器の扱いが小学校３，４年へと拡
大され，我が国の音楽文化や伝統に関する教育
の改善が図られようとしているが，音楽的な素
地形成に重要な時期である小学校３年生までの
10 年間についてはどう考えるべきであろうか。
音楽教育の出発点からの議論や検討が抜け落ち
ているのではないか。
　筆者らは，乳幼児期を「音楽的な素地をしっ
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広げるために，祇園囃子の楽譜を知り，唱歌を
覚えて祭り囃子の合奏を試みる授業を，祇園祭
の開催される７月に行った７）。
　こうして，幼稚園年長クラスの子どもたちは，
小学２年生まで３年間にわたり断続的に和楽器
に触れる経験を重ねて小学３年生になった。本
研究では，３年生になった児童たちを対象に，
和太鼓を用いた音楽づくりの試みを通して協働
的な学びを育むことができるのかを検証する。

２．研究の目的・方法と実践の計画
2.1　研究目的
　和太鼓を用いて試みる音楽づくりのプログラ
ムを通して，小学校第３学年の児童たちに協働
的な学びが育まれるのかを考察することを目的
とする。

2.2　研究方法
第３学年の授業を全２時間で行う。
＜研究対象＞A小学校第３学年２クラス 81 名
＜ 実践日＞第１時は 2021 年３月８日，第２時
は３月 10 日と 11 日

＜手続き＞
　全２時間で構成された授業の様子をビデオカ
メラ３台で，３方向から動画撮影するとともに，
写真と筆記による記録も加えた。これらの録画
資料，写真，授業で配布するワークシートと振
り返りシートに記入された内容をもとに分析・
考察を進める。
＜分析・考察の視点＞
　授業での児童たちの様子と，記録した動画
データ，ワークシートと振り返りシートに児童
が記入したリズムフレーズや感想をもとに，協
働的な学びが育まれたかを検討する。また，同
様のデータをもとに，和太鼓を用いた音楽づく
りにおいて，児童たちがどのような気づきを得
たのか，どのような思いで音楽を作ろうとした
り，音を奏でようとしていたのかという視点か
ら分析・考察する。

2.3　授業の準備：教材について
　児童たちが口唱歌を唱えながら太鼓の打ち方

かりと育む時期」として捉えており，共に音楽
教育と表現教育に携わる者として，幼児期に育
まれる資質・能力を小学校の各教科の学びへと
系統的につなげる音楽活動の可能性について話
し合いを重ね，実践に基づき研究を行ってきた。
これらの研究では，子どもたちが獲得しつつあ
る日本語をもとに，音楽的視点から絵本やわら
べうた，遊び歌を教材として，「かけ声」「唱え
ことば」「オノマトぺ」などに着目し，音楽表
現活動の成果を提示してきた４）。
　これら幼児期と小学校低学年の接続期のプロ
グラム開発と実践の成果を踏まえて，本研究で
は，さらに小学校中学年の子どもたちへとつな
がる試みとして，和太鼓を用いた音楽づくりに
おいて協働的な学びを育むことができるのかを
検証する。
　対象児は，これまで幼稚園年長時にマラカス
づくりを経験し，素材選びにおいて音の探索を
主体的・協同的に繰り広げ，素材や振り方，持
ち方の違いによる異なる響きに気づきを得てき
た５）。また，聴覚と視覚を統合した表現の試み
として，日本に古くからある和楽器（音質の異
なる３種の楽器として鉦・祭り太鼓・拍子木）
を用いて，「楽器の音を描く」ことを経験して
いる６）。楽器の見えない位置で３つの音を聴き，
それを色と形で表すという活動である。子ども
たちは音の印象を色や形だけでなく，「かん」

（鉦），「とん」（太鼓），「ぱん」（拍子木）など
のオノマトペでもとらえていた。
　続く小学校１年生の７月の授業では，日本
三大祭である祇園祭のお囃子の CD を聴いた後
に，授業者（山崎）の打つ鉦の音をオノマトペ
で表すことを試みた。子どもたちは，関西在住
の大人が祇園囃子を表す「コンチキチン」とい
うオノマトペではなく，「トンチチチ」「チンキ
キキ」「カンカカカン」などユニークなオノマ
トペで表現していた。さらに小学１年生の３月
には，締太鼓，平太鼓，祭太鼓，鈴，チャッパ，
拍子木，鉦など７種の和楽器の音をオノマトペ
で表し，それぞれの楽器のリズムを決めて声を
合わせる授業を行った。
　これに続いて２年生では，１年生時の経験を
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の基本を知り，リズムのまとまりを感じて演奏
するためにはどのような教材をつくるのが良い
かを，岡林・佐野・坂井・南の４名で話し合った。
その結果，落ち着きの良い８拍を基本リズムと
する４種類のリズムフレーズを決め，南が作成
した楽譜を掲載してワークシートを用意した
（図１参照）。また，ワークシートの下半分には，
音楽づくりのために２つのリズムフレーズを選
んでつなげるためのスペースを取った（図２参
照）。
　加えて，児童たちが授業からどのようなこと
を感じたのか，太鼓を打つにあたりどのような
工夫を試みたのかを知るために，振り返りの
シートを作成した（図３参照）。

2.4　授業計画について
　先にも述べたが，対象児童は約半数が内部進
学であり，幼稚園在園時に筆者らと和楽器の音
を聴く経験をしている。また，第１学年，第２
学年では筆者らとともに祇園囃子を題材とした
和楽器に触れる授業を体験した。さらに，本研
究の第１時の授業の３日前に全校音楽会が開催
され，３年生の児童たちは，５年生の和太鼓を
含んだ合奏を憧れをもって視聴しており，和太
鼓を学ぶためのモチベーションは高いものと思
われる。
　『小学校学習指導要領解説 音楽編』では，器
楽分野における「技能」に関して，思いや意図
にあった表現をするために教師や児童による範
奏や，視聴覚教材の利用の必要性が挙げられて
いる。筆者らは打合せをする中で，児童たちが
信頼を寄せ，親近感を抱いている音楽担当教師
の範奏が，より児童たちの楽器や演奏に対する
興味・関心を強く引き出すと考えた。そこで，
和太鼓の授業の導入として，《呼び声》（中条き
のこ作曲）８）の一部を，小学校の音楽担当教
諭である山崎を中心に岡林・佐野の３名で範奏
することにした。
　全２時間の授業内容については，岡林・坂井・
佐野・南が和太鼓に関する資料９）を持ち寄り，
児童たちが和太鼓を用いた音楽づくりを通し
て，協働して音楽活動をする楽しさを感じられ

図１　4 種類のリズムフレーズ

図２　ワークシートの下半分

図３　授業の振り返りシート

《和だいこ》合そうのふりかえり
　　　　　　年　　　組　名前：　
【和だいこを学習してどんなことを感じましたか】

【くふうしたところ】

【おもしろかったところ・楽しかったところ】

【むずかしかったところ】
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予め一人ひとりがバチを手にして縦に並び，数
回打つと，次の児童と交代をして練習を進めた
（図５）。

図４　筆者ら 3 名による範奏

図５　太鼓の打ち方を学ぶ

　少しずつ太鼓に慣れてきたところで，図１の
２）～４）の３種類のリズムパターンを，口唱
歌とともに順番に打った。３月に入り短縮授業
となったため，ワークシート課題である２つの
リズムフレーズを選んで選択理由を記入する時
間がなくなり，ワークシートを宿題とした。

3.2　第２時の様子
　第２時では，６～７人ずつで６つのグループ
を作り，宿題の２種のリズムフレーズをつなげ
て，グループのメンバーで一つの曲としてまと
めることにした。曲の始まりと，一人ひとりの
リズムの間には，必ずリズムフレーズ１）「ド
ン，ドン，ドン，ドン / ドン，ドン，ドン，●」
をつなぎとして入れることをルールとした。児
童たちは，どの順番でそれぞれのフレーズをつ
なげるのがよいかを真剣に話し合い（図６），
口唱歌を唱えながら太鼓の代わりに椅子を打っ
て，チームワークよく，楽しそうに練習を始め

るような授業プログラムについて話し合った。
そして，表１に示したような授業内容を計画し
た。その後，岡林と佐野と山崎が授業実践に向
けて綿密な打ち合わせを行った。

表１　⼩学３年生を対象としたプログラム
題
材
名

和太鼓の音と打ち方を知り，演奏を楽しも
う

題
材
の
目
標

・協働して音楽活動をする楽しさを感じる
・和太鼓の音に触れ，音を出して楽しむ

第
１
時
の
計
画
内
容

① 教師の範奏を聴く。
②  太鼓の打ち方を学び，音の違いに気づ

く。
③  ８拍で構成された４種のリズムフレー

ズを，口唱歌を唱えながら打つ。
④  ４種のリズムフレーズから２つを選んで

ワークシートに書き，かけ声を入れる。
⑤  ２つのリズムフレーズを選んだ理由を

ワークシートに書き入れる。
第
２
時
の
計
画
内
容

①  グループに分かれ，選んだ２種のリズ
ムを椅子を打ちながらつなげる練習を
する。

②  ①ができたグループから，太鼓で練習
する。

③  グループ発表を行う。
④ 振り返りシートを書く。

３．授業の様子
3.1　第１時の様子
　第１時では，導入とした教師の範奏が始まる
と（図４），児童たちは驚いたような表情や笑
顔を見せながら聴いていた。「 ♩ / ハッ / ♩ / 
ハッ」と，力強い掛け声が入ると，子どもたち
から笑い声が挙がった。また，曲の終わりに山
崎を中心として筆者ら３名が「ヤー！」とバチ
を突き出すポーズを決めると，児童たちは笑い
ながら拍手をした。
　続いて太鼓を打つための腕の動かし方を学
び，全員で図１の１）の８拍のリズムを「ド
ン，ドン，ドン，ドン / ドン，ドン，ドン，●」
という口唱歌を唱えながら，右手のみ，左手の
み，両手交互という段階を踏んで，打つ練習を
進めた。太鼓６台を横一列に並べ，児童たちは
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た（図７）。練習後のグループ発表（図８）では，
「ソーレ」の掛け声で息を合わせて始める工夫
もみられた。振り返りシートへの記入は第１時
と同様に宿題とした。

3.3　授業者の感想
　本研究の２回にわたる授業実践者である山崎
は，授業の感想を表２のようにまとめている。
その内容からは，児童一人ひとりが和太鼓に触
れる機会を得て（表２①），打ち方の基本を学
ぶことにより演奏の姿勢に意識を向けられたこ
と（表２②），音の響きや振動を身近に感じて
演奏できたことを，授業者は貴重な経験として
とらえていることが読み取れる（表２③）。
また，２年生時の祇園囃子の授業内容が児童の
記憶に留まり，３年生の和太鼓の授業へと広が
りをもてたことへの評価も認められる（表２
④）。
　一方，２月末に全校音楽会があり，その練習
のために和太鼓の実践日が３月の短縮授業期間
になったため，グループ活動において十分な時
間を確保することができず，児童の学習を深め
ることができなかったことに対して，残念な思
いが生じている（表２⑧）。

表 2　授業者の感想

①  小学校では和太鼓の数に限りがあるの
で，この度は楽器を複数台借りることが
でき，児童全員が和太鼓に触れることが
できてよかった。

②  和太鼓を打つ基本姿勢を指導することに
より，姿勢を意識して打つ児童の姿が見
られた。

③  和太鼓の音による振動や響きが大きく感じ
られ，児童にとって貴重な経験となった。

④  ２年生の夏に行った祇園祭の授業をよく
覚えている児童が多く，２年生から３年
生へとつながりをもって授業を展開する
ことができたと思う。

⑤  例示した４つのリズムパターンをすぐに
覚えることができ，よく演奏できていた。

⑥  宿題にしたプリントにも丁寧に取り組ん
でいた。

⑦  プリントのリズムづくりでは，自分のオ

リジナルリズムを考えてきた児童に一
部，拍数が足りていない場合があり，グ
ループ演奏の際にうまく次へと繋がらな
かった。

⑧  グループでの活動にもう少し時間がとれ
ればよかったと思う。1 組では，リズム
パターン２つ分を設定時間内に覚えられ
ず，中途半端な発表になったグループが
あったことが残念である。２組では，プ
リントを見てもよいことにしたが，か
えってプリントばかりに目がいってしま
い，体全体を使っての思い切った発表が
できなかったことが残念である。

⑨  かけ声については，もう少し言葉の種類
が増えてほしかった。

図６　リズムフレーズの順番を話し合う

図７　椅子を打って練習をする

図８　息を合わせてグループ発表をする
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図９　工夫点についての児童の記述内容①

図 10　工夫点についての児童の記述内容②

２）面白かった点・楽しかった点の記述より
　面白かった点・楽しかった点の欄では，「協
働して音楽すること」に関する多くの記述がみ
られた。図 11 ～ 13 はワークシートの面白かっ
た点・楽しかった点に関する児童の記述の抜粋
である。また，表４は，ワークシートの楽しかっ
た点に記述された協働的な内容の一覧である。
　図 11 の「はんで練習したときにぴったり合
うとうれしかった」という記述には，友だちと
リズムや呼吸が合うことの嬉しさや楽しさが表
れている。

図 11　楽しかった点についての児童の記述内容①

　また，図 12 の「リズムがみんな違う」とい
う記述には，クラスメイトが表現しようとする
リズムの違いに気づきを得ていることが読み取
れる。
　続く図 13 の「みんなに見られながら演奏し
ました」という記述には，児童が，仲間の前で
演奏することの喜びやリズムが合う心地よさ，
音が重なる面白さなどを感じていることが読み
取れる。

図 12　楽しかった点についての児童の記述内容②

図 13　楽しかった点についての児童の記述内容③

　次の表４では，①の「グループの人と意見を
出し合って」という記述に，児童が互いに対話
をして交流を深めながら，学びを進めているこ

４．結果と考察
　本章では，児童が提出したワークシートと振
り返りシートの内容より，和太鼓を用いた試み
を通して協働的な学びが育まれたのかを検証す
る。
　また，和太鼓を用いた音楽づくりにおいて，
児童がどのような気づきを得たのか，さらに，
どのような思いでリズムパターンをつなげた
り，オリジナルなリズムで音楽を作ろうとして
いたのかを考察する。

4.1　 和太鼓を用いた音楽づくりの授業におい
て，協働的な学びははぐくまれたか

　ワークシートでは，「和太鼓を学習してどん
なことを感じましたか」という授業の感想に加
え，「工夫したところ」「面白かったところ・楽
しかったところ」「難しかったところ」の３点
の記入を求めた。ここでは後者３点について「協
働的な学びの育ち」を分析の視点として，考察
を進める。
１）工夫点の記述より
　図９と図 10 は，ワークシートの「工夫した
ところ」に児童が記入した内容の抜粋である。
また表３は，工夫点について記述された内容を

「協働的な学び」を視点としてまとめた一覧で
ある。これらには「みんなで」「みんなと」「全
員」などの言葉が多くみられる。さらに，「友
だちと協力して」（表３①），「息を合わせる」（表
３②），「かけ声を合わせる」（表３③）などの
文章からは，児童が個々にではなく，グループ
で課題を共有して「対話的な学び」が成立して
いることが見て取れる。

児童が⼯夫したところ 
①リズムを作ったとき友だちと協⼒して、リズ
ムをかくにんしました。 
②みんなといきをあわせたところ。 
③みんなで⾳をあわせるときに、かけ声をあわ
せると、もっと⾳をみんなであわせることがで
きると思ったから、くふうしました。 
④全員のリズムにあわせる 

 

表３　児童が工夫した点について
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「声をあわせてかけ声をいう」（表５③）などが，
難しいと感じられていることが理解できる。

図 14　難しかった点についての児童の記述内容

表５　難しかった点について

①  さいごにみんなで，ポーズをとるところ
です。みんなでポーズがちがうのでむず
かしかったです。

②  いきをそろえることがむずかしかった。
③  みんなでいっしょに声をあわせて（ソレ）

とかのかけ声をいうのがむずかしかった
です。

④  みんなでえんそうすると，音がバラバラ
になって，少しだけむずかしかったです。

⑤  「なかなかみんなと合わなくて少しむず
かしかったです。

　一方，ここで難しいと挙げられた内容は，先
の工夫点や楽しかった点での記述にも挙げられ
ている。つまり，授業において，児童は友だち
と言葉や音，音楽によるコミュニケーションを
図って交流し，共感することや共有することを
試み，協働的な学びを深めようとしているとい
える。それがうまくいったときは，楽しさや面
白さ，嬉しさや工夫した達成感などが得られる
が，うまくいかなかったときには，難しさやや
りにくさを感じているといえるだろう。
　これまでの分析や考察より，和太鼓を用いた
音楽づくりの授業において，協働的な学びは育
まれていたといえる。

4.2　 和太鼓を用いた授業において，児童たち
はどのような気づきを得たのか

１）和太鼓の音の大きさと響きへの気づき
　児童たちの感想には，和太鼓について述べ
られたものが最も多かった。なかでも，78 名中
49 名の児童たちが，和太鼓の音が大きいことや
振動が伝わって来たこと，よく響くことを述べ
ていて，まずは和太鼓の音やその響きに魅せら

とが見て取れる。また，表４でも「みんな」と
いう言葉が多くみられ（表４②，③，④，⑤），
児童たちに，クラスの中で学ぶことの意義が自
然に理解されているものと考えられる。

表４　面白かった点・楽しかった点について

①  グループの人と，「ここは～にしよう」
と意見を出し合って，和だいこをたたく
ことができたことです。

②  はんのみんなでえんそうしたことです。
とくに，さい後にした「ヤー」のポーズ
をとるところが楽しかったです。

③  みんなと和だいこのあわせる練習がとて
も楽しかったです。本ばんは，一人がしっ
ぱいしても，みんながあわしてたいこを
たたきました。それは練習していたから
できたんだと思います。

④  楽しかったことは，自分が考えた合そう
を，みんなの前でたたいたことです。

⑤  みんなのを聞いているといろいろなリズ
ムが聞けて楽しかったです。

⑥  40 人の人のたいこの音を聞いたことが楽
しかった。

⑦  他の人がたたくと，床がしん動していて，
お祭りをしているようになるところがお
もしろかったです。

⑧  音を聞いていると，いろんな声が聞こえ
て来て，面白かったです。

　また，「自分が考えた合そうをみんなの前で
たたく」（表４④）ことや，「みんなの…いろい
ろなリズム」（表４⑤），「40 人のたいこの音を
聞いたこと」（表４⑥），「他の人がたたくと」

（表４⑦），「いろいろな声が聞こえて」（表４⑧）
などは，児童がそれぞれに集団の中で同じクラ
スの一人ひとりの多様な表現をとらえ，共感し
たり共有しているとみなせるであろう。
３）難しかった点について
　図 14 と表５は，児童たちが難しいと感じた
記述をまとめたものである。ここでは，記述内
容より，「みんなと合わせる」「みんなと合わな
い」（表５⑤），「いきをそろえる」（表５②），
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目した児童たちがいた。２）と３）を選んだ児
童のうち７名，１）と３）の組合せを選んだ児
童のうち３名，２）と４）の組合せを選んだ児
童のうち２名，３）と４）の組合せを選んだ１
名は，「二つのリズムが似ている」という点に
着目した。例えば，２）と３）を選んだA児は 「♫
のリズムが多いから，２）の続きが３）のよう
に感じる」と，B 児は「二つのリズムが似てい
る方が，いわ感がなく聞き心地よいリズムが作
れると思い，ちょっと似ている２）と３）を選
びました」（図 15）と答えている。

図 15　２）と３）のリズムを選んだ理由

　このように，それぞれのリズムの特徴に気づ
いて，スムーズにつなげることを意図した児童
たちもいた。
　第二に，全体の構成に言及した理由が見ら
れた。例えば，２）と４）の組合せを選んだ C
児と１）と４）の組合せを選んだ D 児は，だ
んだん盛り上げていくことを挙げている（図
16）。

図 16　２）と４）のリズムを選んだ理由

　また，１）と２）の組合せを選んだ E 児と
１）と３）を選んだ F 児は，最初の方は簡単

れていたことがわかる。「ふつうのたいこの音
の大きさよりも和だいこの音のほうが大きかっ
たです」「和だいこは小だいことくらべものに
もならないと感じました」のように，ふだんよ
く耳にしている小太鼓と比べた意見もあった。

「工夫したところ」の項目でも，「たいこをたた
いた後にすぐにバチを上げるところ」「力づよ
くできるだけたたいて，かっこよくできるよう
にちょうせんして和だいこをたたいてみまし
た」「はしでもだめなので，まん中をたたくよ
うにしました」など，和太鼓をしっかりと響か
せ，迫力のある音が出るように自分なりに工夫
して演奏したことが述べられている。また，以
前学んだ祇園祭などのお祭りに言及した児童が
８名いた。このことからも，児童たちは祭りを
イメージして，初めての和太鼓を響かせようと，
前向きに活動に取り組んでいたことがわかる。
２）和太鼓の音の性質への気づき
　和太鼓そのものの音については，強弱への気
づきを述べた児童が 16 名，音の高さへの気づ
きを述べた児童が２名いた。「おもしろかった
ところ・たのしかったところ」の項目でも，「打
ち方によって音がかわったところ」「ドオンや
ドンなどいろんな音がでるところ」と述べられ
ており，「工夫したところ」についても，「ドン
は，力づよくたたいて，コは少しだけ力を入れ
てたたく」のように，音の大きさを工夫しよう
としている児童がいたことがわかる。児童たち
は普段よく使っている小太鼓と違う和太鼓の音
の性質に気づき，主体的に工夫してリズムをつ
くって演奏していたことが推測される。そして，
児童たちを音の性質の理解へと導いたのは，西
洋音楽においてリズムを取るときの一律な「タ
ン」や「タタ」ではなく，「ドコドコ」「ドコンコ」
といった日本人の伝統的な口唱歌であろう。

4.3　 児童たちはどのような思いをもって音楽
を作ろうとしていたか

１）リズムフレーズを選ぶ活動について
　次に，四つのリズムフレーズから二つを選ぶ
活動について，それを選んだ理由について見て
みよう。第一に，二つのリズムのつながりに着
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たちに協働的な学びが育まれるのかを，授業の
ワークシートと振り返りシートの内容を分析す
ることによって検証した。また，和太鼓を用い
た音楽づくりにおいて，児童がどのような気づ
きを得たのか，さらに，どのような思いでリズ
ムパターンをつなげて音楽を作ろうしたのかを
考察した。
　筆者らは対象児たちと幼稚園年長時から関わ
りをもち，３年が過ぎた。児童たちは和太鼓を
打つのは初めてだったが，和楽器を前にして主
体的にかつ意欲的に表現活動に取り組んでい
た。また，昨年度の７月に行った祇園囃子の授
業についても多くの児童が記憶に留めてくれて
いた。この度の実践が，我々が目指している乳
幼児期からの音楽的素地づくりとして，対象児
童に根づいてほしいと願い，今後も地道に研究
を継続していきたいと思う。
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図 17　口唱歌のみを記した譜例

　上記の例のように，オリジナルのリズムには
ワークシートで叩いたリズムフレーズの中のリ
ズムが含まれており，最初にリズムフレーズを
唱えて演奏した経験が重要であったことは言う
までもないだろう。

５．今後に向けて
　本稿では，和太鼓を用いて試みる音楽づくり
のプログラムを通して，小学校第３学年の児童
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